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近代 日本 に お け る軍事 エ リ
ー

トの 選 抜

一 軍隊社会の 「学歴主 義」
一

河　野 仁

1．　 1まじめに

　明治維新以後 ， 戦前期を通 じて ， 「高等武官」（陸海軍将校）は ， 「高等文官」 と並

び ， 官僚 エ リ
ー b として 高い 社会的威信 を享受 して きた 。 特に ， 我が 国の 場合， 社会

的威信は 「官職」 に 応 じて配分 され てい たため ， 実質的に は こ れ らの エ リ
ー トが戦前

期 の 日本の 社会的威信の 位階性の 頂点に 位置 して い た
 

に もか か わ らず ， これ まで の

エ リ
ー

ト研究に お い ては ， 「高等文官」 に 比 して 「高等武官」に は あま り関心 が向け

られて こ な か っ た。 本稿で は ，
こ の 高等武官の 中で の エ リー ト選抜 の 問題を取 り上 げ，

軍事官僚組織の 内部に お い て ， これ らの 武官が よ り高い 威信 と権限を 伴 っ た 「官職」

に 配分 され る際の選考基準は 何で あ っ た の か を論 じる 。 す なわ ち ， 下 級将校が よ り上

位の 階級 へ と昇進 し選抜 されてゆ く過程 （軍事 エ リー ト選抜の 過程）に 焦点を当て
，

軍事 エ リー トの 選抜に お い て，い か なる 基準が ， い つ 頃か ら ， どの程度の 重要性を持

つ よ うに な っ て きた の か ， とい う問題を 実証的に 明 らか にす る こ とが本稿 の 目的で あ

る 。

　 とこ ろで ， これ まで に も軍事 エ リー トに か か わ る研究はある程 度 な され て きた と言

える 。 陸軍将校 の社会的 リク ル ー
トに 関す る研究

（2）
， あ るい は軍部大臣や陸海軍部の

ト ッ
プ エ リー トや青年将校の 政治的行動に 関す る研究

（3）
な どで あ る。 しか し， 軍隊組

織 内部 で の エ リ
ー ト選抜 の 過 程 に ，組織論的な観点か ら焦点を 当て た 研究は ほ とん ど

な されて こ な か っ た 。

　 また ， 理 論社会学的研 究に お い て は ，軍隊社会を直観的に 「学歴社会」 とみ る見
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解
ω

もあるが
，

こ うした仮説的見解は ， 経験的な デ ー
タ の 積み 重ねの 上 に 立 っ て は じ

め て 説得的な議論 となるで あろ う。

　
一方 ， 本稿で 取 り上げる軍事エ リ

ー
ト選抜の 「過程」 に 関する 数少な い 研究の 一 つ

と して ， 軍事史研究の立 場か らの 熊谷の 研究があ る
（5）

。 こ の 研究に よ っ て 確か め られ

た こ とは ， （1）陸軍で は ，
エ リー トとな るに は 陸大学歴 が まず最低 限 の 資格要件 とな っ

て い た が
，
・（2）hi軍で は ，

エ リー トに 選抜 され るた め の 基準は
， 基本的に は 海兵卒業席

次で あ り， 海大学歴 は海兵卒業席次に 対する 補完的な役割 しか 果た して い なか っ た，

とい うこ とで あ る 。 い くつ か の卒業期を抽出 し ， 軍学校 で の 卒業席次 と大尉，少佐な

どの 階級 に お け る進級序列 との 相関係数を算出 した り， 実際の 進級に お け る序列の 変

化 な どを精密か つ ミ ク ロ に 分析 した こ の 研究は ， 日本軍に お け る 「学歴 （成績）主 義」

的 エ リー ト選抜の 実態を実証的に 解 明 した とい う点で 有意義で ある と言 え る 。 しか し

なが ら，
こ うした イ ソ テ ソ シ ヴ な研究に 加え ， 軍事エ リー ト の 選抜に お い て 「学歴 」

の 持 つ 意味が時系列的に どの よ うに変化 した の か ，つ ま り 「学歴主義」 的選抜の 巨視

的 な動態を問 うこ とも必要 であろ う。

　 また
， 歴史社会学的な観点か らは

， 昭和期の 陸軍エ リ ー トを論 じた筒井の 研究が あ

る
 

。 こ の 研究で は ，軍事 エ リー トの 学校成績 と昇進 との 関連が 簡潔に 整理 され て い

るが
， 数量 的デ ータ を用 い て 論証す る方法に 多少問題が ある 。 すなわ ち ， 陸士 ・陸大

の 成績優等者が エ リ
ー

トポ ス ト中に 占め て きた 「占有率」だ けで も っ て ， 学校成績 と

昇進 との 関連を論 じて い る とい う点で ある。 ある エ リ
ー

ト ポ X トに 就 く際に
， ある外

的特性 （こ の場合 ， 陸士 。陸大の 優等卒）を持 っ た 者が どれ だけ有利で あるか を厳密

に 考え るな らば
， 当該特性保持者の エ リー トポ ス ト 「占有率」 の み な らず ， 母集団

（当該期の 陸士 ・陸大卒業者）に お ける彼らの 「比率」 または ， そ の エ リー トポ ス ト

獲得の r確率」 の ， 当該特性 保持者 と非保持者 との 格差を 明確に する必 要が ある 。 し

た が っ て
， 本稿の 分析で は ， 陸海軍大学校卒の 厂学歴 」 保持者の エ リ

ー トポ ス ト 「占

有率」， 並 びに 陸士 ・
海兵 の 同期卒業者を母 集団 と し た 陸海大卒学歴 の 「獲得率 （比

率）」， お よび 陸海大 卒学歴 保持者の 「昇進確率」 を 同時に 扱 っ た分 析を行 っ て い る。

　第 3節以降で は ，
こ れ らの 先行研究か ら得られた方法論的反省を もとに

， 分析を進

め て ゆ くこ とに したい
。

2． 軍事 エ リー ト形 成 シ ス テ ム

　こ こ で は ， 次節以下 の 実証分析に は い る前に ， 日本 の 軍事 エ リ
ー ト形 成 シ Z テ ム の

概要 と特徴を要約して 説明 して お きたい
。 軍事エ リー ト形成 シ ス テ ム に お い て ，主要
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ー トの 選抜

な構成要素 とな る概念は 「補充」 と 「進 級」 で あ る 。
こ の 「補充」 に 関す る主 要な教

育機関は ， 陸軍幼年学校 ， 陸軍士 官学校 ・ 海軍兵学校 ， 陸軍大学校 ・海軍大学校の 各

教育機関で ある 。 これ らの 機関は
一

般に 「補充学校」 と呼ばれ ， 軍事 エ リ
ー b の 形成

（選抜 ・教育 ・配分）に 関 して も中心 的役割 を果 た し て い た 。 そ こ で ， まず武官の

「補充」 の 概要を示 し ， 次に 武官の 「進級」 に 関す る規定に 触れ なが ら ， 軍事 エ リ
ー

トが どの よ うな シ ス テ ム に よ っ て 形成 されて い た の か を 見 よ う。

〈1） 武 官の 補充

　武官の 補充制度は ， 陸海軍 の 「武官補充令
（7）

」 に よ り規定 されて い た 。 それに よる

と ， 陸軍 の 場合 ， 憲兵を除 く兵科将校の 補充は ，　 「士 官候補生」， 「少尉候補者」 の 二

者に よ る こ とに な っ て い た 。 しか し ， 「少尉候補者」 ル
ー

トの 出身者は そ の 少尉任官

時 の 年齢の 高 さ （40歳前後）の た め ， 軍事エ リ
ー

トに な る道 は実質的に 閉ざ され て い

た 。 した が っ て 軍事 エ リ
ー

ト形成 の ル
ー

トは 「士 官候補生」 か らの補充 ル
ー

トに ほ ぼ

限 られ て い た こ とに な る 。
こ の 「士 官候補生 」 の 補充 （大 正 9年以 降は 陸軍士 官学校

予科生徒 の 補充）は ， 陸軍幼年学校の 卒業者 ， お よび一
般の 応募者の 中か ら入学者選

抜 試験に 合格 した 者 ， 軍 隊内か ら各連隊長の 推薦を うけ選抜試験 に 合格 した者の 三 者

に よ っ て 行わ れた 。 しか し ， 軍隊 内か らの 補充は 常に ご く少数 に 過 ぎず ，

一
般応募者

と幼年学校卒業者か らの 補充の 比率 に は 時期に よ り変動があ っ た
 

。 海軍の 場合 ， 士

官候補生 の 補充は
一般応募者か らだけ で あ る 。

一
方，明治初期 の 陸軍に は下土官の 養

成機関 と し て 教導団 （隊）があ り，
こ こ の 出身者が将校に な り，

の ち軍事エ リ ー トと

な っ た 例 もあ るが （9＞
， 次第に 軍 事 エ リー ト形成 ル ー ト と して 機能 しな くな り， こ の ル

ー
トは 明治32年に 廃止 され た 。

（2） 将校の 進級

　陸 軍将校の 進級 制度は 「陸軍武官進級令
（10）

」，お よび 「陸軍武官進級取扱規則
（11）

」

に よ っ て 規定され て い た 。 そ の 進級方法は 大別 して 二 種類あ り， ひ と つ は 停年進級

（停年補除）， も うひ とつ は 抜擢進級 （抜擢補除）で あ る 。 海軍 の 場合 も陸軍 とほ ぼ

同 じで あ るの で ，
こ こ で は 陸軍 の 場合を例 に と っ て 概説す る こ とに した い

。

　   停年進 級 ； こ の 進級方法は ， 各階級に とどま っ た 期間 ， すなわ ち 「停年」 を基

準に 各階級ご との 「実役停年名簿」を作成 し ， あ らか じめ定め られ た 最低限度の 年数

（定 限年 数）
（12 ）

を経過 した 者か ら当該名簿 の 記載順 に 進級 させ る とい う方法 で ある 。

い わ ゆ る 「年功序列主義」 に よる 進級 で あ る 。

　   抜擢進級 ； こ の進級方法は ，上 記の よ うな年功序列 に よ る進級 とは 対照的に ，

実役停年を満た した 者の 中か ら， 能力の あ る者を選抜 し， 抜擢すべ き者の 名簿 （抜擢

一 163 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Soolety 　of 　Eduoatlonal 　Soolology

名簿）を作 り， その 順に 進級 させ る とい う方法で ある 。 こ の 名簿の 「調製」 は ， 主 に

直属上官 に よ っ て 作成 され る 「考課表」 を考慮 した上で 行われた 。 こ の 方式は ， い わ

ば 「能力主義」 的選抜で あ る。

　なお
， 大正 5 年 まで は 上記二 つ の 進級方法に よる進級者の 割合が決め られて お り，

少尉か ら中尉へ の 進級者の 割合は ， 停年進級 と抜擢進級 の比率が 2 ： 1 ， 中尉か ら大

尉 へ の 進級で は ， 停年進級 と抜擢進級の 比率は半分ずつ
， 大尉か ら大佐 まで の 進級に

お い て は すべ て 抜擢 に よる こ とが 明記されて い た が ， 後に ，
こ の よ うな規定は な くな

っ た
（13，

。

  　軍事エ リー トの 形成 ルー ト

　少尉任官後か ら将官昇進まで
， すなわ ち軍事 エ リ

ー
トを形成 す る過程 に おけ る主要

な ル
ー トは ，

つ ぎの 三 つ で ある 。

　  陸大 （本科）・海大 （甲種）ル ー ト

　陸大 （本科学生） ル
ー トは 明治16 （1883）年に 陸軍大学校が開設されて か らの ち，

次第に 軍事エ リ
ー ト形成 の 主 要な ル

ー トとな っ た 。 それ以前は ， 藩閥出身者，特に 長

州 ， 薩摩藩 出身者が 軍婁エ リ
ー トの 地位 をほぼ独 占 して い た

α 4）
。 陸軍大学校の 卒業者

が将宮に な っ た最初の 例は ， 内山小二 郎 （陸軍士 官学校士 官生徒 4 期卒， 陸大 4 期首

席 ， 砲兵 ， 島取 出身）で，少将昇進 が明治34年 6 月， さらに ， これ また 陸大卒業者 と

して最初の 大将 とな っ たの が大正 4 年 8 月の こ とで あ っ た 。 こ の の ち ， 大正か ら昭和

に か けて
，

こ の ル ー トが 軍事エ リ ー ト形成 ル ー ト と して 定着 し，昭和期の 陸軍大将 61

名の うち陸大を卒業 して い ない 老は わ ずか 3 名で あ っ た
（15）

。 なお ， 陸大の 卒業生数は

明治 10年か ら昭和20年まで
， あわ せ て 2975名で ある 。 陸大受験資格は 任官後 2 年以上

経過 した 申 ・ 少尉 （初審試験前の 時点の 階級）で
， ほぼ 8回受験す るチ ャ ソ ス が あ っ

たが ，
の ち階級制 限の 撒廃 とと もに 任官後満 8年以 内へ と受験資格が変更 され，受験

回数 も 4 回以 内に制限 された （16）
。

一方，海大 甲種学生 ル ー トは 明 治21年に 開設 された 。

海大 の 受験資格は ， 少佐また は 大尉で
，

1）海軍大尉任官後 1 年以上の 海上 ・航空 勤務，

2）大尉任官後 6 年以内 （特例 7 年），
3）受験回数 3 回以 内

（17＞
で あ っ た 。

　  　員外学生 ・海大選科学生 ル ー ト

　陸軍の 員外学生 ル
ー トは ， 明治33年に 陸軍砲工 学校に r員外学生規則」 が設け られ

た こ とに よ っ て 開か れ，最初は 砲 ・工 兵科将校の み の ル ー トで あ っ たが， の ち大正 8

年に は 他の 兵科 の 将校に も こ の ル ー トが開か れ た 。
こ の 規即の骨子は ， 砲工 学校高等

科を優秀な成績で 卒業 した者の 中か ら若干名を 「員外学生」 として残 し，主に 東京帝

大工 科 ， または理 科大学 へ 「陸軍員外学生」 として 派遣す る とい うもの で あ っ た 。 し
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近代 日本に お け る軍事エ リー トの 選抜

か しなが ら軍事 エ リ
ー

ト形成 の ル ー ト として は あ くまで 陸大ル
ー ト よ り下位に 位置づ

け られ て お り， 前述 した 昭和期の 陸軍大将61名の うち ，
こ の ル ー ト出身考 は ひ と りだ

け で あ っ た
（18）

。

一方 ， 海軍の 場合は，理 科系だけで な く， 外国語や教育学 ・労働問題

な ど研究分野は か な り幅広 く，
こ の 点 ， 陸軍 の場合 とは 性格を異に して い る 。 兵科将

校 の なか で こ の ル
ー トを通過 した老は

， 明治31年か ら昭 和18年 まで 全部 あわ せ て 69名

と ，
ご くわ ずか で あ っ た

（19）
。

　  　陸大専科 ・海大 （乙） ル ー ト

　陸軍で こ の ル ー トが開か れた端緒は
， 大正 13年に 陸大内に 創設 され た 「専攻学生」

で あ っ た 。 しか し ， この 制度は陸大 （本科）出身者 と重複する者 もあ り， またその 教

育内容 も 1 年間 自由に 研究 した の ちに 論文を 提出する とい う形式で あっ た た め 部内の

不 評を買 うよ うに な り， 昭和 7 年に 廃止 され，か わ っ て 「専科学生」 が昭 和 8 年に 創

設 された 。 当初は 少佐 ・大尉の なか か ら優秀者を競争試験に よらない で選考 して い た

が ，
の ち選抜試験が導入され た 。 昭 和 9 年か ら19年まで の あい だ に 約 450 名の 卒業者

を 出 して い るが
， 教育年限も短 く歴史が浅い た め もあ り， 結局軍事エ リー ト形成の 主

要 ル
ー ト とは な りえ なか っ た

（20）
。

一
方 ， 海大で は 乙種学生は 設立 当初か らあ り， 卒業

入員 も 甲種学生 よ りは 多か っ た が ， 陸軍 とは 逆に こ の ル
ー トは 大正 7 年に 廃 止 さ れ

た
（21）

。

　結局，
こ こ まで に み て きた 日本 の 軍事 エ リ

ー
ト形成 シ ス テ ム の 特徴を ま とめ る と次

の よ うに な る。
1）陸士 ・また は 海兵とい う単

一
の 学校に 軍事エ リ

ー トの 補充経路が集

中 し ，

一
般大学や そ の 他軍学校以外か らの 「多元的な」補充 ル

ー
トが あ っ た 欧米諸国

と比 べ る と 「一元的」補充 シ ス テ ム であ っ た と言 え る 。 2）進級は 年功序列 と抜擢進級

の 兼ね合い で 決定されて お り， 下 級将校時代は前者に 比重がお か れ ， の ち上級に進級

す る に つ れ て後者 ， すなわ ち能力主義的な抜擢進級の 比重 が高 くな る 。 3）陸大 ・ 海大

の 各修学 コ
ース に よ っ て か な り明確に 階層化 された エ リ

ー
ト形成 ル

ー
トが存在 した 。

L’ 3．　軍事 工 り一 トの 「学歴 主義 」 的選 抜

　本節で は ， 近代 目本に お ける軍事エ リー トの 選抜が 「学歴主 義」
（22）

的選抜に よ っ て

行わ れて い た こ とを 実証的に 明らか に した い 。 そ こで ， まずは じめ に ， 前節で 述べ た

よ うに 軍事 エ リー ト形成 の最 も主 要 な ル ー トで あ っ た 「陸大 ・海大 ル
ー ト」を経 た 者

と他 の 者 （「員外 ・専科学 生 ル ー ト」経 由者を含む） との エ リ ー ト昇進確率を比較 し
，

軍高等教育 （陸 ・ 海軍大学）学歴 の有無に よるエ リー ト昇進の 機会の 配分に お ける格

差 （学歴 格差） がい つ 頃か ら， どの よ うに 変化 して きた の か を確か め て み よ う。
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  　将官昇進 確率 の学歴 格差

　表 1 と表 2 は 陸軍土 官学校 ， 海軍兵学校の 1880年か ら1909年 まで の 各卒業期 ご との

  卒業者数 ，   将官 へ 昇進 した 者の 比率 （将官昇進率），   各軍大学 卒業者の 率 （学

歴獲得率），  将官中に 占め る軍大学学歴保持者の 割合 （大卒 占有率），  陸海軍大学

卒業者の 将官昇進確率 ，   非陸海軍大学卒業者の 将官昇進確率 ，   昇進確率の 学歴 格

差 の 一覧で ある
 

。 こ こ では 当該学歴 を持 つ こ とに よ っ て軍事 エ リ
ー ト昇進の 「機会」

が どの よ うに 変化す るの か ， とい う問題関心 を強調す る意味で 学歴 別昇進率を確率で

示 した 。

　　　　　　表 1　 学歴 （陸大）別　将官昇進確率　陸軍 （1881−1909）

構造 的要 因 学歴 別将官昇進確率

期 轢 年 欝 騨 慧弊 窘翻 陸燈 欝
大

嵳野

：辷　 4　 1881

　　5　1882（M15 ）

　 　 6　 1883

　 　7　 1885

　 　8　 1886

　　9　1887（M2Q ）

　 10　 1888

　 11　 1889

候　 1　 1890

　 　 2　 1891

　　3　 1892（M25 ）

　 　 4　 1893

　 　 5　 1894
　 　 6　 1895
　 　 7　 1896

　 　 8　 1896

　　 9　 1897（M30 ）

　 ユ0　 1898
　 11　 1899
　 12　 1900

　 13　 1901
　 141902 （M35 ）
　 15　 1903
　 16　 1904
　 17　 1905
　 18　 1905
　 19
　 20　 1908
　 21　 1909
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士 1−11　1881−89

候 1−111890 −99

12−21　1900−09

936　　 21．5

3580　　　　17．4

6381　　　　13．6

14．110

，38

．1

近代 日本に お け る軍事 エ リ
ー

トの選抜

48．3　　　　．735

45．4　　　　．771

47．1　　　　．790

．129　　　5．7

．106　　 7，3
．078　　 10．1

合計　 1881−190010897 15．5 9．3 46．　6 。776　　　　．091 8．5

（注）　（1） 将官昇進率 ＝ 将官数÷ 陸士卒業者数 × 100

　　　（2） 学歴獲得率 ＝ 陸大卒業者数 ÷ 陸士卒業者数 X100

　　　（3） 大卒占ig率＝＝ 陸大卒将官数÷ 将官数× 100

　　　（4） 陸大卒将官昇進確率 ＝ 陸大卒将官数÷ 陸大卒業者数

　　　  　非陸大卒将官昇進確率 ＝ （将官数一
陸大卒将官数）÷ （陸士卒業者数

一
陸大

　　　　　卒業者数）

　　　（6） 学歴格差 ＝ （4）÷  

　なお ， 卒業期 の数字の左側の 「士 」 は 「士 官生徒」 を ， r候」 は 「士官候補生」 を

示す。

（備考） 外山　操編 ， 『陸海軍将官人事総覧 （陸軍編）』 芙蓉書房 ， 1981， を基礎資料

　　　　 と して 算出 した 。

表 2　学歴 （海大）別　将官昇進確率　海軍 （1880 −1909）

構造的要因 学歴別将官昇進確率

期 轢 年 欝
将官昇　　学歴獲
進率

1
　　 得率2 窘謝 獄 卒
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31　 1903
32　 1904

33　 1905

34　1906
351907 （M40 ）

36　 1908

37　 1909

18819217117517319117916．517
．221

．621

．72L426

．231

．8

9．610

．914
．612

．　615
．118

．818

．4

41。954

，548

．639

．562
．252

．052

．6

．722

、857

．720

．682
．885

．722

．901

．正06

．088

．130

．150

．095

。155

．185

6．89
．75

．54
，59

．34

．74

．9

7−15　　1880−89　　　　316　　　　39．6
17−27　　1890−99　　　　527　　　　 29．8

28−37　　1900−09　　　 1685　　　　21．2

16．512
．314

．O

24．8　　　．596 　　．356　　　1．7

33．1　　　　．800　　　．227　　　　3．5
51．4　　　　．775　　　　．093　　　　8．3

合計　　　1880−1909　　2528　　　　25．3 14．0 41。7　　　　 ．754　　　 ．154　　　　4．9

（注）　（1） 将官昇進率 ＝ 将官数 ÷ 海兵卒業者数 × 100

　　　｛2｝ 学歴獲得率 ＝ 海大
＊
卒業者数 ÷ 海兵卒業者数 × 100

　　　（3） 大卒占有率 ＝ 海大卒将官数 ÷ 将官数 × 100

　　　（4） 海大卒将官昇進確率 ＝＝ 海大卒将官数 ÷ 海大卒業者数

　　　  　非海大卒将官昇進確率 ＝＝ （将官数 一海大卒将官数）÷ （海兵卒業者数
一
海大

　　　　　卒業者数）

　　　  　学歴格差 ＝ （4）÷ （5）

　　 ＊ … 「海大」 は ， 海軍大学校将校科 甲種 （また は 甲号）学生の み 。 なお ， 16期生

　　　は機 関学校か ら編入 した クラ ス なの で 除外 しtg。 海大卒業者 は な か っ た
。

（備考） 外 山　操編，『陸海軍将官人事総覧』 （海軍編）芙蓉雷房 ， 1981を基礎資料 と

　　　　して 算出 した 。

　 まず表 1 をみ て み よ う。 軍事エ リ ー ト選抜の 構造的要因 の うち ， 将官昇進率 と学歴

獲得率は漸減 して い るが
， 大卒占有率は平均 して 5 割弱で

一
定 して い る 。 こ うした構

造の 緩やか な変動の 一方で
， 陸大卒業者 の将官昇進確率は 高い 水準に 保たれ ， か つ 少

しずつ 着実に増えて い る。 逆に
， 非陸大卒業者か らは 将官昇進の 機会は 少 しず つ …奪わ

れて ゆき，30年間に 学歴格差は ほ ぼ 2 倍に 広が っ た 。

一方 ， 海軍 の ほ うで は構造変動 ，

学歴 格差 ともに 陸軍 よ りは や や大 きな変化がみ られ る 。 初期 の 将官昇進率 は ， 海兵 の

卒業人員の 少なさも手伝 っ て か な り変動が激 し く， 陸軍 と比べ ほ ぼ 3 倍に 近 い 範囲で

変動 して い る 。 30年間で ほぼ半減で ある 。 それに 比べ 学歴獲得率は ほ ぼ同 じ割合で 推

移 して い るが ， 大卒占有率は 逆に 30年間で ほ ぼ 2 倍に 上 昇 して い る 。

一
部 ， 大卒占有

率が極端に 少ない 期が ある が
，

こ れは 大卒者が 1名か ら数名 と非常に 少な い ため で あ

る 。 海大卒業者 の将官昇進確率は ，20期代後半か ら次第に 陸軍 と同 じ水準に 近づ き，

最後の 10年間で は ほぼ陸軍 と同 じ水準で ある。 また ， 学歴格差は こ の 30年間に 約 5 倍

も昂進 した 。
こ の 学歴 格差の （陸軍 と比べ て ）急激な昂進 の 原因は ， 海大卒業者の 昇

進確率の 上昇 よ りも ， 非海大卒業者の 将官昇進確率 の 急減に 負 うとこ ろ が大 きい 。 こ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 近代 日本に お け る軍事 エ リー トの 選抜

うした非学歴保持者の 昇進機会か らの 排除の 傾向は ， 次の 表 3
， 表 4 に 示 した 中将以

上 の 将官へ の 昇進 の 場合 ， も っ と顕著に 現れ る 。

　　　　　表 3　学歴別将官
＊

（中将以 上）昇進確率　陸軍 （1881−1909）

構造的要因 学歴別将官
＊
昇進確率

期 　　卒業年　　将官
＊
昇進率　大卒占有率　　陸大卒 　　非陸大卒　学歴格差

土 　4　 1881

　　5　1882（M15）

　 　 6　 1883
　 　 7　 1885

　 　 8　 1886
　　9　1887（M20）

　 10　 1888

　 11　 1889

候　 1　1890
　 　 2　 1891

　　3　1892（M25 ）

　 　 4　 1893

　 　5　 1894

　 　 6　 1895

　 　 7　 1896

　 　8　 1896

　　9　1897（M30 ）

　 10　1898
　 11　 1899

　 12　 1900

　 13　 1901

　 14　1902（M35 ）

　 15　 1903
　 16　 1904

　 17　 1905

　 18　 1005

　 19　1907（M40）

　 20　 1908

　 21　 1909

15．5（％）
15．022

．05

．610
．68

．29
．55

．812

．912

．28
．87

．410

，36

．910
．45

．54

．03

．54

．24
．63

．53

．74

．54

．46

．95

．23

．110

．59

．6

55．6（％）
55．684

．650

．075
．084
。646
．783

．368

．472

．275
．071

．486

．473

．375
．087
．573

．160

，971

．476

．756

．080

．871

．979
．284
．085

．475
．869

．075

，0

携

籘

麗
驪

麗

霧

麗
頸

彪

端
捌

語

嬲

驪

羈

韆
脇

靨
鬻
黷
驥
鞭
鵬

縲
朧
驪

49583885130198416525694667805

身

驚
玖

蹠

9

聲

豊

豊
肌

焦

鑑

鴛
獄

箆

籔
姐

墾

鈴
蛾

：ヒ　1− 11　　1881−89

候　1− 11　　1890−・99

　 12−21　　1900−09

62Q

り

0
【
04

1 68．773
．　876

．0

．515

．444

．458

．039

．018

．013

13，224

．735

。2

合 計 　　 1881− 1909 5．8 74．1 ．460 ．017 27．1

（注）　（1） 各変数の 算出方法 ， お よび基礎資料 は基本的 に表 1 と同 じ。 異な る の は ，

　　　　 「将官」 が 「中将以上 の 将官」 （「将官
＊
」 と表記） に 変わ っ て い る点で あ る。

　　　  　「学歴獲得率」 は表 1 と同 じな の で 省略 した 。
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表 4　 学歴別将官
＊

（中将以上）昇進確率　海軍 （1880−1909）

構造的要因 学歴別将官昇進確率

期　　卒業年　　将官
＊

昇進率　大卒 占有率　　海大卒 　　非海大卒　学歴 格差

7　 1880

8　 1881

9　 1882（M15 ）

10　 1883

11　 1884

12　 1886

13　 1887（M20 ）

14　 1887
15　 1889

17　 1890

18　 1891

19　 1892（M25 ）

20　 1893

21　 1894
22　 1895

23　 1896

24　 ユ897

25　1897（M30）
26　 1898

27　 1899

28　 1900

29　 1901

30　 1902（M35 ）

3工　 1903

32　 1904

33　 1905

34　 1906

35　1907（M40 ）

36　 1908

37　 1909

33．3（％）

14．35
．622

．219

．242

．122

．218

．215

．012

．513

．114

．012

．915

．68
．321

．122

．215

．66

．85

．38

．67

．24

．86

．97

．88

．26

．37
．59
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．071

、043

．OIO
．034

．019

．012

．024

．012

．021

．Ol3

．007

．013
．055

3
り
012

66730757040033738602　

　

　

　

　

　

　

　

1

8．5

954528608423380090110148　

3122252373

7− 1517
−2728
−37

1880−89

1890−99

1900−09

20，011

．48

．0

28．651

．771

．4

．346

．477

．445

．17e

．063

．029

2．07

．615

．3

合計 1880−1909 10．2 57．0 ．436 ．053 8．2

（注） （1） 各変数 の 算出方法 ， お よび基礎資料 は表 2 と同 じ。 異な る の は 「将官」 が ，

　　　　 「中将」 以上の 将官」 （「将官
＊
」 と表記）に 変わ っ て い る点で あ る 。

　　　  　 「学歴獲得率」 は 裹 2 と同 じなの で 省略 した 。

　　　（3） 中将以上 へ の 昇進者数 は 各期 と も非常に 少な く， 特に 8 〜 14期 ， 18〜 30期
　　　　まで は 10人以下 ， その うち 8 ， 9 ， 11， 20〜26期は 5 人以下で あ る 。 その た

　　　　め 他の 数値 の 変動 も大 きくな る傾向が あ り， 計算不 能の 場合 も多い
。
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ト の 選抜

　表 3 の 陸軍 の場合をみ て み よ う。 全体的に 見て 中将へ の 昇進率は 1割か ら 5分程度

と次第に 半減す る
一

方 で ，大卒占有率は漸増 して い る 。 逆に ，陸大卒の 昇進確率は 約

5 割 と ， 少将の 場合 と比べ 3 分の 2 程度の 水準だ が ， 30年間で は 漸減の 傾向に ある 。

こ れ は ， 同 レ ベ ル の 海軍や 同時期の 陸軍 の 少将以上 の 場合 と比 べ
， 特異な 現象で あ る 。

こ の こ とは ， 中将以上 へ の 昇進に は ， 単 に 陸大出 とい うこ とだ け で な く， 陸大で の

「成績」 や 「派閥」 な どの イ ン フ ォ
ー‘

？ ル な人間関係， とい っ た 要因が重要に な っ て

くる とい うこ とを示唆 して い る 。 学歴 格差は ， 当初13倍で あ っ た もの が最終的に は 35

倍 と大 き く拡大 して い る 。 これは ，少将以上 の場合 と比べ て 3 倍強 ， 海軍 と比べ て も

約 2 倍以上 の値で ある 。

　一方 ， 表 4 の 海軍 の場 合を み る と ， 全体の 将官昇進率は 陸軍 とお な じく半減するが ，

逆に 大卒 占有率 の ほ うは 30年間 で 2 倍以上に 増え て い る。 また ， 海大卒業者の 昇進確

率の 水準 もほ ぼ 陸軍 とな らび
， 最終的に は 学歴格差 も陸軍に 近づい て きた 。 とこ ろ で

，

学歴格差に つ い て 細か く見 る と ， 海兵 10− 12期で は 非海大卒の ほ うが将官昇進確率は

高 くな る とい う逆転現象が み られ ，
こ の 時期 の 海軍 で は 海大 卒学 歴 がそれ ほ ど重要 な

意味を持 っ て い なか っ た こ とがわか る 。 しか しなが ら， その 後の 20年間 の学歴格差の

昂進ぶ りは 激 し く， 最終的に 学歴格差は 7 倍以上 に 拡大 して い る 。

一
般 に

， 海軍で は

陸軍ほ ど海大卒 の 学歴は重視 されなか っ た と言わ れて い るが ， 数字の上 で見 る 限 り，

昭和 初期か ら第二 次大戦前に か けて の 時期 は ， 海軍で も次第に （あ る い は急速に ）重

視 され る よ うに な っ た と言える 。 また ，

一
般に ， 日清， 日露戦争 よ り数年前に 卒業 し

た 期に は ， 学歴格差の 大 きな上 昇が見 られ る。

　 結局 ， 以上 の 分析か ら，
1）陸海軍の 「学歴主義」的選抜は ， まず陸軍に お い て 明 治

後半か ら大正期に か けて確立 し ， 次に 昭和期 の 海軍へ も浸透 して きた ， 2）学歴格差の

推移状況を み る限 り， 軍大卒学 歴 （特に 陸大）保持者 の 昇進確率は 高水 準に 維持 され

続け る
一方で

， 非学歴保持者は ます ます昇進の 機会か ら排除 され て きた ， 3）海軍 で は

海大学歴 は あま り重視され ない 時期 もあ っ たが ，次第に 「学歴主義」化 して きた，4）

戦争 の 影響に よ り多少の 変動が ある ， と言 うこ とがで きよ う。

（2）　 「学歴主 義」 的選 抜の 過程

　 今度は
，

こ う した 「学歴主義」的選抜の 「過程」 に 焦点を 当て て み よ う。

　 表 5は 陸海軍大学卒業者の 軍学校卒業成績 （席次）の 分布状況で ある 。 正確 な卒業

席次が判 明 したの は海軍だ け で あ るが，参考まで に 陸軍 の 士 官候補生第ユ0期生 の 例 を

少尉 席次 か らの 近似に よ っ て 示 して お い た 。 こ れを み る と， 海軍で はか な り広 い 成績

層か ら海 大卒業者を 出 して い るの に 対 し， 陸軍で は成績上 位者 に 集中 して お り，
こ の
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表 5　 陸海軍大学進学者の軍学校卒業成績

卒 期

　　　　　　　　　　卒業成績順位

罐
1°％

齲
゜％

齲
％゚

鯉
％

嬲
°゚％

計 （N ）

＜海兵＞

　 17−27

　 28−37

〈陸士 〉

　候 10期 ＊

ρ

0

ハ
04Qゾ

23

5ユ，4

7
∩
」

7029

臼

32．4

8
」
407

∩

δ

2

13．5

∩

δ

7291

ρ

0049

」

2．7

100．0　（65）
100。0 （168）

100．0　（37）

（注） 調査対象者は ， 海兵 17−37期 の 海大 （甲）卒業者 と陸士 （士 官候補生） 10期の

　　陸大卒業者 で ある 。

　（1） 海兵卒業 席次は ， 「海軍兵学校沿革」（原書房 ， 1968年 ， 初版本） に 卒業成績順

　　に掲載 されて い る卒業者氏名に よ り算定 した 。

　  　 ＊ 印は 陸軍士 官学校候補生第10期卒業生 の少尉列次 （全数 735名） に よ り， 近

　　似的に 算出した （
一

般に ， 少尉列次は 陸士 卒業席次に ほ ぼ対応 して い る と考え ら

　　れ るた め で あ る）。 した が っ
て

， 正確に は卒業成績で は な く， 少尉任官時の 序列

　　で ある 。 原資料は 「陸軍将校同相当官　列次名簿」 （明治 34年 1 月 ， 陸軍省 ， 防

　　衛研究所戦史室蔵）で ある。 なお ， 10期生の 卒業数は 649名な の で 10期以外の 者

　　が 86名含ま れて い る こ とに な る が ， 相対的順位を知 る に は 十分で あろ う。

点で も陸軍の 「学歴 主義」，
「成績主義」 の 徹底ぶ りが うか がえる

。 しか しな が ら， 海

軍に お い て も次第に 海大卒業者は海兵で の 成績上 位者に 偏 っ て きて い る こ とか ら， こ

う した 動 きは 前述 した 「学歴 主 義」 の 進行 と連動 して い た こ とがわ か る 。

　一方 ， 表 6 は 陸軍省 ・参謀本部の 主 要 エ リ
ー

トポ ス ト在職者の 陸大成績 の 分布状況

と， 各成績分位 ご とに ，
エ リー トへ の 昇進に お け る有利 さを示す指標 として 算出 した

E 係数 （エ リ
ー

トの 輩出率を示す係数）の
一覧で ある。 E 係数が 1．0以上 で あれ ば ，

その 成績分位に ある者の エ リ
ー ト昇進の チ ャ

ン ス もそれに 比例 して 大きい こ とに なる 。

した が っ て こ の 数値 （特 に成 績上位 10％の 項）を見ればす ぐに わ か るよ うに ， も っ と

も陸大成績が重視 され て い た の は く作戦部長〉で あ り， 次に 〈作戦課長〉，
こ の あと〈陸

軍次官〉〈軍務局長〉〈軍事課長〉と続 くこ とがわ か ろ う。 陸大成績が 上位か ら 4 割を下

回 る とか な り確率は 低 くな り， 最下 位か ら 2 割以内で あ っ た 者が こ れ らの ＝ リ
ー トポ

ス トに つ く可能性は ほ ぼ ゼ ロ で ある 。 ち なみ に ， 陸大成績最下位で こ れ らの ポ ス トに

つ い た 者は 2名 の み
（  で あ り，

い ずれ も山 口 県出身者で ， 「長州閥」 の 派閥力学 に よ

っ て吸 い 上 げ られ た もの と思わ れ る 。

　とこ ろで
， 本衷は 筒井の 先行研究に 基づい て行 っ た二 次分析で ある 。 こ の 表を見れ

ばわ か る よ うに ， 単に 陸大成績 「優等」　（ほ ぼ毎期上位 6 人 ）卒業者の 当該 エ リー ト

ポ ス ト占有率の み か ら 「上級職ほ ど成績 との 相関 度 が 低 く， 下級職ほ ど相関度が高
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表 6　陸軍省
・
参謀本部 エ リー トの 陸大成績 と E 係数

　 陸大成績

（ノ ー マ ル 分布）

　　％　　　％　　　％　　　％　　　％　　　 ％
上 位1010 〜 2020 〜 4040 〜 6060 〜 8080 〜 100　 計　 （N ）

（10％）　　（10％）　　（20％）　　（20％）　　（20％）　　　（20％）　（100％）

陸軍大臣

E 係 数

27，8 　　22．2　　27．8 　　16．7 　　　5．6
2．8 　　　2．2 　　　1．4 　　　0．8 　　　0．3

0　 100．0 （18）

〈　陸軍次官
陸
　　 E 係 数

軍

纏鸞
軍事課長

E 係 数

37．5　　　20．8　　　25．0　　　12．5　　　　4．2

3．8　　　　2．1　　　 L3 　　　 0．6　　　 0．2

36．4　　　13．6　　　22．7　　　　9．1　　　13．6
3．6 　　　1．4　　　1．1　　　0．5 　　　0，7

34．5 　　 24．1　　 17。2　　 10．4 　　　6．9

3．5　　　 2．4　　　 0，9　　　　0．5　　　　0．3

0　　　100．e　（24）

4．5　　100．0　（22）
0．2

6．9　　100．0　（29）
0．3

〈
参
謀
本

部
〉

参謀次長

E 係 数

作戦部長

E 係 数

作戦課長

E 係 数

28．5　　　 9。5　　　47．6　　　 4．8　　　　4．8

2．9　　　1．0 　　　2．4 　　　0．2 　　　0．2

71．4　　　14。3　　　　9．5　　　　4．8

7．1　　　 L4 　　　　0．5　　　 0．2

60。0　　　28．0　　　　8．0　　　　4．0

6．0 　　　2．8　　　0．4 　　　0．2

e

0

4．8　　100．0　（21）
0．2

0　　100．0　（21）

0　　　100．0　（25）

　（備考） （1）本表は ， 明治期か ら昭和20年まで の 各 エ リー トポ ス ト在職者中 ， 陸軍大

学校の 卒業者 （成績判明者の み ）を抽出 して作成 した 。 なお ・ 「作戦部長」 の 在職者

の うち ， 由比光衛 （M44 〜 T 　3 ， 陸大 首席） だけは ， 卒業生が 9人の 期で ， 上位 10％

に は 誰 も該当しない た め 省い た。

　  原資料は ， 日本近代史料研究会編 『日本陸海軍 の 制度 ・組織 ・ 人事』　（東京大学

出版会， 1971年）で あるが ， 直接に は 筒井清忠 「昭和期陸軍 エ リー
ト研究 ・

序説」（『年

報近代 日本研究』第 8巻 ， 1986年）の く付衷 3 ＞に （一部の 誤植 に つ い ては 原資料に

よ り訂正済み ）に よ っ た 。 しか し ， 参謀総長 と軍務課長 に つ い て は ， 全数が少ない の

で 省い て ある。

　（3）E 係数 とは ， 陸大卒業時に 当該成績分位に あ っ た 者が ， 左記 の エ リ
ー

トポ ス ト就

任 に お い て どれだ け有利で あっ た か を示す指標で あ り， 各成績分位ご との エ リ ー ト輩

出率で ある。

　箪出式は ， 以下の 通 り。

　E ＝ （当該成績分位帰属者の エ リ ー ト中に 占め る割合）÷ （ノ ーマ ル 分布に お け る割

合 ）

い 」
（25）とい う結論は 簡単に は 下せ ない 。 陸軍省に おい て は ， 上位 10％ （上位20％ で あ

れば局長 と大臣 ， 次官 と課長は ほ ぼ並 ぶ） の者 の 比率に ほ とん ど差 はな い か らで あ る 。

こ こ で の 分析か らあえ て こ の よ うに 結論づ け る とすれば ， 「参謀本部に お い て は 」 と
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い う注釈が 必要で ある。 なお ， 陸士 成績 と昇進 との 関係に つ い て も同 じこ とが言 え ，

〈軍事課長〉の 中に 陸士 成績優等卒業者は 32．3％を占め る とい うこ とは ， 優等卒 も非

優等卒 も同 じ確率 で軍事課長に な っ た 場合を基準に 考え る と， 陸土 の 全卒業者中に 優

等卒業者が 2 ％弱 （290／18234人 ， 陸士 1〜35 期） で ある か ら，両者の 軍事課長就任

確率に は 非常に 大 ぎな格差が あ る 。 した が っ て ， こ こで も 「陸士 の 成績は 昇進 との 相

関度が極め て 低 い 」 とい う， も う
一

つ の 結論に も疑問を持た ざるを得ない
。

こ れは ，

すで に ， 表 5 に 示 した よ うに ， 陸士 成績 と陸大進学 との 間の 密接 な関係が示 唆 されて

い るだ けに 当然出 て くる疑問で ある 。 しか し ， こ の 点に つ い て は ， 陸 士卒業席次が特

定で きなければ確証は難 しい
。

　さて ，第二 節で述べ た よ うに ，武官の 進級は 年功序列 （停年進級） と メ リ ッ ト （抜

擢進級）に よ っ て 決定 され て い た 。 そ こ で ， こ の 進級の 過程に お い て 「メ リ ッ ト」 と

して 何が優先され て い た の か を み る た め に ， 陸軍士 官候補生 10期生の 少尉か ら少佐に

か けて の 序列 （列次）の 変化 と学歴をみ た の が表 7 で ある 。

　 こ れをみ る と ， やや これ まで とは 異な っ た 様相がわ か る 。 少佐序列 の 上位10位は す

べ て 陸大卒業者で あるが ， そ の 序列と陸大成績 とは 厳密に は 対応 して い な い
。 例えば

，

表 7　 陸士 候 10期生 の 学歴 と進級状況

氏 名 （本籍 嗾 籍） 飜 陸大（鰍 ） 鏃 劣熨現職（明治45年 ・服 在）

松木直亮　（山 口 ， 士 族） 大将

川 島義之　（愛媛，士 族） 大将

黒沢　準　（宮城 ， 士 族）　中将

斎藤義夫　（山 口 ， 士 族）　中将

関谷連三 　（山口 ， 平民）　中将

川 田明治　（高知 ， 士 族 ）　中将

斎藤　恒　（石川 ， 士 族）　中将

桑野龍太郎（兵庫 ， 士 族）　中佐

森 　文之丞（鹿児島 ， 士 族）大佐

小野 庄造　（愛知 ， 平民）　少将

19（10／33）
20（  ／38）
19（  ／33）
20（24／38）
20（26／38）
20（21／38）
19（28／33）
21（24／55）
20（25／38）
19（27／33）

1234567890　

　

　

　

　

　

　

　

　

1

2690363826　

5
　

732911

陸軍省軍務局　　独駐在

陸軍省軍務局　　独駐在

陸軍省軍務局 ロ シ ア駐在

歩兵第 3 連隊大隊長
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（注）　（1）陸大卒業席次は ， 目本近代史料研究会編 r目本陸海軍の 制度 ・組織
・
人事』

　　 （東京大学出版会，
ユ971年）付録の 陸軍大学校卒業生名簿に よ っ た

。 なお ， 数字

　　が丸 で 囲 まれ て い る場合は優等卒を 示す 。

　　　〔2）少尉列次は ，　 『陸軍将校同相当官　列次名簿』 （1902 （M34 ）， 1 月陸軍省 ，

　　防衛 研究所戦史 室蔵 ）に よ っ た 。 対 象 とな っ た の は 歩兵 の み で 全歩 兵 は 357 名 。

　　　（3）少佐列次 は ，　r陸軍将校同相当官　実役停年名簿』 （1912 （M45 ）， 7 月陸軍

　　省 ， 防衛研究所戦史室蔵）の 「歩兵少佐」 の 欄に よ っ た 。 全 歩兵 少佐は 28名で あ

　　り， そ部 うち17名 は 陸大卒業者で あ っ た 。 歩兵 の 陸大卒業者 は全部で 18名で あ り，

　　残 りの 1 名 は ま だ大尉 （陸大在学中）で ある 。
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斎藤や 関谷 よ りも少尉列次 も陸大成績も上位で ある川田や桑野が ， なぜ彼 らよ りも下

位 の 序列に 甘ん じて い る の か は
， 「学歴 ・成績主義」原理に よ っ て は 説明で きず，

こ

こ で は 「山 口 県」出身 とい う 「藩閥」 （派閥）原理に よる序列決定を推測す る しか な

い
。 明治45年とい えぱ ， まだ 藩閥の 影響 の残 っ て い る時期で あ っ た か らで あ る 。 しか

し ， 大正 末期か ら昭和期に か けて の 時期 を対象に 分析をすれば
， お そら く違 っ た 結果

が 出て くる だ ろ う。 なお
， 少尉列次は 10人 中 7 人 まで が 全歩兵中の 上位10％以内であ

る。

一方 ， 補職状況をみ る と ， 少佐列次 3 位以 内の 者は い ずれ も陸軍省軍務局に 配属

され ， 陸大卒業成績優等の 者 2 名を含め 例外な く外国駐在武官 とな っ て い る 。 こ の 事

実は ，
こ の 時期 の 陸軍組織内部で の 「職」 の 配分 も 「学歴主 義」 的に 行わ れ て い た こ

とを示唆 して い る 。

　以上 の 分 析か ら，　 「学歴主義」 的選抜 の 原則は ， 軍事エ リ ー トの 進級 ・補職 とい っ

た過程に まで
， あ る ときは 「成績主義」 へ と形態を変え つ つ 軍事エ リ ー ト選抜過程の

隅 々 に 渡 っ て浸透 して い た こ とがわ かろ う。

4． 軍隊社会の 「学歴主義」
一

そ の 成立 と展 開
一

　最後に ， こ こ まで の 実証分析 の結果を整理 しなが ら ， 軍隊社会 に お け る 「学歴主

義」 の 成立 と展 開の 過程を要約 して お こ う。

  　 「学歴 主義 」 の 成立
一学歴 格差 の 昂進一

　  エ リー ト昇進確率の学歴 格差の 分析結果か ら ， 陸大学歴の 有無に よ る エ リ
ー

ト昇

進機会の 不平等配分 （学歴格差）は ， 年 々 昂進 して きた こ とがわ か っ た 。
こ の こ とは ，

と りもなお さず ， 陸軍組織内で の エ リー ト選抜に お ける 「学歴主 義」 が成立 して きた

こ とを意味す る 。
こ こ で の 分析の 対象者が軍事 エ リ ー ト （少将） とな っ た の は 大正初

期 で ある が ， デ ー
タ の値の 変動が当初か ら安定 して い る こ とか ら， す で に 陸軍 で は ，

恐 ら く明治初期か ら 「学歴 主義」 は 成立 して い た もの と思わ れ る。

　 
一方， 海軍の 場合は ， 陸軍ほ ど顕著で は な く，

一時的に は 学歴格差が逆転する こ

と もあ っ た が ， 最終的に は 陸軍 と同 じよ うな傾向 とな っ た 。 しか し ，
こ れ は 陸軍 と海

軍 の 質的な違 い とい うよ りは，単に 卒業人 員が27期以降大幅に 増え ， さ らに 30期代に

な っ て か らは海兵入校定員が二 百名へ と増大した とい う構造的要因に よ る もの と思わ

れ る 。 した が っ て デ ータ を見 るか ぎ り 「海大 卒」 学歴 を 重視する と い う意味 で の 「学

歴 主義」 は ， 海兵30期代の 将校 が エ リ
ー トに 昇進 し て ゆ く大正末か ら昭和初期に か け

て 成 立 した と言 え よ う。

　  そ して
，

こ れ ら学歴 格差 拡大の 傾向は ，
よ りエ リー ト性の 強い 中将以上 へ の 昇進
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の 場合，

一層強 くな っ て い っ た。 しか し，
こ の 時， 学歴格差は 拡大 した に もか か わ ら

ず ， 陸軍で は 陸大卒学 歴 保持者の 中将昇進確率は ご くわずか でけあるが減少 した 。 こ

の こ とは ， よ り高い エ リー F地位 へ の 選抜に は ， 単に 「陸大卒」’ とか ， 陸大で の 優秀

な 「成績」 とい っ た 「学歴 主 義」 とは 別 の 選抜 原理 （例えば 「派閥原理」）が入 り込ん

で くる こ とを意味す る もの と思わ れ る。

　  さ らに ， この 学歴 格差は ， 陸 ・ 海大卒学歴保持者の昇進機会の 漸増 と ， 非学歴保

持者の 昇進機会か らの よ り一層の 排 除 とい う形で 増大 し，
こ の 傾 向は 特に 海軍に お い

て 顕著で あ っ た 。 すなわ ち ， 陸海大卒とい う 「学歴 」を持つ 者は ，
エ リ

ー
ト昇進の チ

ャ ン ス が高い 水準 で維持 また は漸増 して い る の に対 し，
こ の 「学歴 」 を持た ざる者は

ます ます昇進 の 機会を失 っ て ゆ くとい う， 学歴 に よる 「ス ク リ
ー

ニ ン グ」現象が起こ

っ て い た の で ある。

（2） 厂学 歴主 義」 か ら 「成績主 義」 ヘ ー 「学歴主義」 の展 開一

　次に ， こ うした 「学歴主義」の 成立後 の 過程 に お い て 見 られ た もの は ， 「学歴 主義」

か ら 「成績主義」 へ の 移行 とい う現象 で あ っ た 。
つ ま り， あ る程度 「学歴 主義」が 定

着 した段階に な る と， 軍学校成績上位者は 軍大学進学機会に お い て 有利 で あ り， 軍大

学の 成績優秀者は エ リー トへ と昇進す る確率が高い とい う，
い わ ば徹底 した 「成績主

義」 の 原理 へ と 「学 歴主 義」 の形態が移行す る とい うこ とで ある 。 こ の よ うな 「成績

主義」 へ の 移行は ， 陸軍に お い ては ， 明治期後半に す で に始 ま っ て い た と言 え よ う。

（3）　 「学歴主義」 の 射程 と 「派 閥力学」 の 介 入

　 こ れ まで
， やや 「学歴 主義」 とか 「成績主義」を強調 し遇 ぎて きたか も知れ ない が ，

こ れ まで の 分析か らも， 軍事 エ リ
ー

トの 選抜に は これ ら以外 の 要因が入 り込 ん で い る

こ とが示唆され た 。 特 に 軍事 エ リー トの ト ッ プ層へ の 昇進 に は ， 学歴主 義や成績主義

以外の 選抜原理 が 介 して い る可能性が 高い
。 す なわ ち ，　 「学 歴 主義」や 「成績主義」

原理の 効力の 射程は ある程度限定 され た範囲で あ り，
ト ・7 プ エ リ

ー
トへ の 選抜に は ，

軍事 エ リ
ー

ト集団間に 形成 されて い る さ ま ざまな 「派閥
（26）

」 の 力学や 個人 的な属性

（例 えぽ 人格 とか 過去へ の 功績） へ の 評価な どの 要因が 介入す るため
， 必ず しも陸大

成 績が唯一の 昇進決定因で は なか っ た 。 だ が ， 成績優等者がそ うで ない 者に 比 ベ ト ッ

プ エ リ
ー ト昇進 に か な り有利で あ っ た こ とも確か で ある 。

5．　 お わ りに

　本稿 で は ， 主 に 「学歴 主義」 の 成 立 と展開の歴 史過程を ， 数量的 なデ ータ に 依拠 し

て 詳述 して きた 。 これに よ り， 軍隊組織 内で の エ リー ト選抜 に おけ る 「学歴 主義」の
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近代日本に おける軍事エ リ
ー トの 選抜

問題は あ る程度明 らか に な っ た もの と思 う。

　 しか し， こ うした 「学歴主義」的 エ リー ト選抜 の 病理現象，あるい は ネ ガ テ ィ ブな

側面に は 触れなか っ た 。
エ リー ト選抜に お け る 「学歴 主義」 は ，　 「成績」 とい う指標

に よ っ て 測 られた 「能力」 の 下 の 平等とい う点で 近代社会の 「業績原理 」 との 親和性

を持つ 反面 ， 「学歴 の 身分化」
C27）とい う問題を生 じた り， 陸大入試に よ っ て 測 られ る

「能 力」 は 実は 「記憶力」を測 っ て い るに 過 ぎない の で あ っ て
， 軍事 エ リー トに と っ

て 本 当に 必要 な 「判断力」 を測 っ てい ない の で は な い か ， とい う陸大入試批判
（28 ）

もあ

っ た こ とを 忘れて は な る まい 。 こ れ らの 点に 関す る議論は ， 別稿に 譲 りた い
。

　 さ らに
，

こ うした 「学歴 」 また は 「成 績」の 中身を問 うこ とも重 要で あ る 。 す なわ

ち ， 本稿で 確認された 「学歴主義」 が
， 機能的な学歴 主義で あ っ た の か ， それ とも象

徴的 な学歴主 義だ っ た の か とい う問題を，陸士 ・ 海兵，陸 ・ 海大の 教育内容や成績評

価の 方法に 即 して 明 らか に して ゆ くこ とも今後の 課題 と して 重要で あ ろ う。

　最後に ， 近代 日本の 軍事 エ リー ト選抜に 関す る モ ノ グ ラ フ として の 本稿は
， 今後，

国際比較 の 観点か らの ， さらなる意味づけが必要 となろ う。

’

〈注〉

  　例 えぽ ， 戦前期か ら日本 の 社会的な 「名誉」 の 体系を象徴的に ， 支えて い た 「勲

　章制度」に お い て ，「大勲位　菊花章頸飾」（勲位の 最高位）を生存中に 送 られ た民

　間人 （皇室 ・外国元首以外） 4 名の うち 3 名 ま で が軍事 エ リ
ー

ト （元帥 ・大将 ＝ 大

　山巌 ・山県有朋 ・ 東郷平八 郎）で あ っ た （吉原
一

真 r勲章百年の 歩み 』行政通信社 ，

　1974年 ，
100買 。 総理府賞勲局 『特別叙勲類纂』 （生存者篇 ， 1982年）参照）。

（2＞ 陸幼 ・陸士生徒の リ ク ル
ー トに 関 して は ， 廣 田照幸 「近代 日本に お け る陸軍将校

　の リ ク ル ー
ト」 r教育社会学研究』第42集 ， 東洋館 出版社 ， 1987年。 お よび藤原彰

　「日本軍事史」上 巻 ， 日本評論社 　1987年 ， 191−194頁 ， な どで詳 しい 分析が行わ れ

　て い る。

一
方 ， 陸海軍将校の 出身階層の 上下に 関する よ り詳細 な検討に つ い て は ，

　拙稿 「大正 ・昭和期に お け る陸海軍将校の 出身階層 と地位達成」 『大阪大学教育社

　会学 ・教育計画論研究集録』 第 7 号，大阪大学人間科学部教育社会学 ・教育計画 論

　研究室 ，
1989年 ，

53−65頁 。

  　い わ ゆる フ ァ シ ズ ム 研究の 分野で は ， 多数の 政治学関係の 著書 ・論考が ある こ と

　 は 周知の とお り。

（4） 高橋三 郎は ，作 田啓一 の 言 う 「原組織」論を援用 しつ つ ，旧 日本軍 の 軍隊組織を

　「日本人 の 組織の 原型」 と捉え ，
こ の 日本軍 の 軍隊組織を 維持 ・正 当化す る観念（ミ

　 リ タ リー ・イデ オ ロ ギ ー）の 中に 「原組織」 と して の 特徴を見 い だ そ うと した 。 そ

　 の なか で
， 旧 日本軍は 「ある意味で は 非常に 極端な官僚制組織」 で あ り， 厂

一
般 の
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　社会 よ りもは る か に 学歴社会で あ っ た」 との 見解を述 べ て い る （高橋三 郎 「旧 日本

　軍の 組織原理 」， 濱口恵俊 ・ 公文俊平編 r日本的集団主 義』 有斐閣選書 ，
1982年所

　収）。

（5） 本稿で の 問題意識は ，
こ の 熊谷の 研究結果に 多 くを負 っ て い る 。 まず ， 陸軍の 場

　合か ら， そ の主 な結果を要約 して み よ う。 1）少尉か ら中尉 まで
， 同期生 は 同時に 進

　級 （昇進）す るが ， 中尉か ら大尉へ の 進級の 段階で は ， 大正年 10頃 ま で は 陸士卒業

　席次が重視 され て い た の が，大正 11年 （陸士 25期一
大尉運級）以降昭和 7 年 まで は

　陸大卒業者が優先 され ， さ らに 昭和 8年 （36期）以 降は 同期生は 同時に 進級す る よ

　 うに な っ た 。 2）さ らに ，大尉か ら少佐 へ は ， す べ て 陸大学歴 （また は こ れ に 準ずる

　資格）に よ る 「抜擢」 （後述）に よ る進級で あるが
， 昭和 16年 （44期）以 降は

， 進

　級時に 同期生中で は進級序列の 変化 は ない
。 3）少佐 か ら中佐 へ の 進 級は ， 陸大 卒業

　者に つ い て は ほ ぼ序列 の 変動は ない が ， 非陸大卒業者に は 変動が認め られた
。

4）大

　佐以上 に な る と ， 予備役に 入 っ た進級序列上 位 の 者を下位の 者が追 い ぬ く例があ る 。

　
一

方 ， 海軍 の 場 合は ， 進級方針の 変化は 三 つ の 時期に 区分 され ，
1）海兵卒業席次に

　あま り信頼がお かれて い ない 時代 （大正 11年 まで ）2）海兵席次と卒業後の 実務能力

　重視の 時代 （昭和 6 年まで の 軍縮時代）3）海兵卒業席次重視 ＋術科学校 （高等科）

　成 績 ・ 勤務評定重視の 時代（満州事変以 降の 軍拡時代）， とい う変遷を辿 っ た とい う。

　また ， 海兵卒業席次 （ハ ン モ
ッ ク ナ ン バ ー）の 重視に は ， そ の席次算定方法 の 変化

　が反 映 され てお り， 当初は ほ とん ど兵学の 成績に よ っ て 決 ま っ て い た 卒業成績は ，

　次第に 普通学や訓育 （「軍人精神の 涵養」）の 点数の 比重が兵学 と同等に 評価され る

　 よ うに な り， よ り総合的な評価に 変わ っ て い っ た こ とが原因で あろ うと推測 して い

　 る 。 なお ， 海大 （甲種）卒業者に つ い て は ，進級に 当た っ て優遇は され て い た が ，

　ほ とん どは 海兵卒業席次の 中上 位者で あ っ て
， 逆に 海兵卒業席次が上位 で あれぽ進

　級に 当た っ て 序列が下 が る こ とは ほ とん どない とい う。　（熊谷光久 丁旧陸海軍将校

　の 選抜 と教育』 防衛研修所，研究資料80RO −12H ，
1980年）

（6） 筒井清忠 「昭和期陸軍エ リ ー ト研究 ・序説」， 『年報近代 日本 研究』 第 8 巻， 1986

　年 。 また ， 同 r昭和期 日本の 構造』有i斐閣選書 ，
1984年， で も陸軍 エ リ

ー
トに 触れ

　 て い る。

  　昭和 2 年 11月30日， 勅令 331に て 制定 ， 昭和 19年 ， 勅令448に よ り最終改正 （田

　中慶美 ， r陸軍人事制度概説 』 （後巻），防衛研修所研究資料 80RO − 1H
， 1981年，

11

　頁）。

（8） 明治29年 ， 六 つ の 地方幼年学校設立 に よ っ て 入学定員は 300名に 拡大 ，
の ち大正

　10年 ご ろ か ら次 々 に 地方幼年学校が閉鎖 され ， 大正 末か ら昭和 10年 ごろ ま で 東京 校

　一
校 の み に 縮小，その 後昭和 15年 ご ろ まで に 閉鎖 され て い た地 方幼年学校は 復活 し

　 た 。

（9） 教導団 の 前 身の 教導隊 時代に は ， 乃木希典 （中退
一 の ち陸軍大 将）， 児玉 源太 郎
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近代日本に お ける軍事 エ リ ー ト の 選抜

　（陸軍 大将）， 寺内正毅 （陸軍大将 ， 元 帥） らを ， 教導団時代に は 田中義
一

（陸軍大

　将）， 武藤信義 らを輩 出 して い る 。 明治 32年廃 止。

  　明治 14年 ， 陸軍武官進級条例が制定 され ，
の ち明治 19年に 改正 ， さ らに 明治22年

　陸軍武官進級令の 制定に よ っ て 基本的制度が定ま っ た （熊谷 ， 前掲書， 213頁）。

O¢　昭和 16年 3 月制定 （田中 ， 前掲書 ， 141頁）。

  　実役停年の
一

例を示す 。 当該官階に お い て 最低 （ ） 内の 年数を経過 しなければ

　進級で きなか っ た 。 → 階級 （最少実役停年） ： 少尉（1）， 中尉  ， 大尉（4）， 少佐（2），

　 中佐（2｝，大佐｛2），少将（3），中将（4）。 なお， こ の ほ かに 尉官の 階級で 3 年以上，佐官

　の 階級 で 2年以上 の隊付勤務経験が なけれぽ少佐 ， 少将に は進級で きなか っ た が
，

　戦時な ど必 要に 応 じて 例外措置が講 じられ て い た （田 中，前掲書 ， 141頁）。

  　熊谷 ， 前掲書，
133一工35頁 。

（10　ちなみ に ，明治年間の 陸軍大将 31名の 内訳は ，皇族 4 ，山 口 11，鹿児島 9 ， 福岡

　 2 ， 秋田 ， 三 重 ， 静岡 ， 愛知 ， 徳 島各 1 で ある 。

  　吉 田豊彦 （陸士 5期，砲兵，鹿児島，砲工 学校 6期優等卒），緒方勝
一

（陸士 7 期 ，

　砲兵 ， 佐賀），岸本綾夫 （陸士 11期 ， 砲兵 ， 岡山， 東大造兵卒一員外学生 ）の 3 名 。

  　末国正雄 ，
『帝国海軍人事制度概説』， 防衛研修所戦史室，

1972年 ， 50−51頁 。

  　陸大の 入学試験は 初審と再審の 2 回に 渡 っ て 行われて い た 。 大正 10年頃の 初審試

　 験科 目は ，戦術甲 （戦闘原則），戦術乙 （陣中要務）， 地形，交通 ， 兵器，築城 ， 歴

　史 ，
中等数学 ， 外国語， 戦術丙 （図上作戦）の 各科 目で

， それ ぞれ筆記試験に よ っ

　 て行わ れ ， また 再審試験で は ， 戦術丙 （図上 作戦）は筆記試験 ， 初審科 目か ら戦術

　 丙を除 く残 りの 科目は 口 頭試験に よ っ て 行わ れ て い た
。 教育年限は 通常 3 年間 。 詳

　 し くは，上 法快男 r陸軍大学校』 芙蓉書房 ， 1973年 ， 365−388頁参照 。

  　こ の ル
ー

トは ， 砲工 兵科将校 の場合 ， 原則 と して全員がまず砲工学校普通科教育

　 （約 1 年間）を受け ， その の ち各兵科 ご とに 約 3分の 1以 内が選抜 され て 砲工 学校

　 高等科に 進み更に 1 年間 の 教育を 受け た後 ， 成績優秀者若干名が 員外学生 と して 外

　 国に 留学す る （ご く少数）か ， あ る い は 東京帝国大学理 科 ・工 科大学に 派遣 （3 年

　 間）され る と い うシ ス テ ム に な っ て い た 。 そ の 他の 兵科将校の場 合は ， 拉術将校を

　希望す る者が選抜試 験を 受けて 砲工 学校普通科，高等科に 入学 した 。 い ずれに せ よ ，

　 砲工 学校高等科を最優秀 の成績で 修了 しない 限 り員外学生 へ の 道は 開け なか っ た の

　 で ある 。 詳 し くは， 田中 ， 前掲書，107−112頁 ， お よび 「陸軍砲工 学校条例 第21条

　 （明治31年改正 ）」 「員外学生修学規則　陸達第 7 号　明治 33年」参照。

  　選科学生の 修学場所は 主 に
， 各帝 大 ， 東京外大 ， それに 海軍大学校 内で あ り，修

　 学期 間は 1 年か ら 4年 と様 々 で あ っ た （外国語は 2 年）（末 国 ， 前掲書， 61−66頁）。

　 また ， 選科学生 は志願制で あ り入学試験は なか っ た 。 志願資格 は ， 実役 停年 3 年以

　 上 の 大尉 ， ある い は佐官以上 （機関科も同様）で ある （海軍教育本 部編 『帝国海軍

　 教育史』 （原書房，1983年）第 5 巻 「海軍大学校の 教育」 の 項参照）。
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  　田中 ， 前掲書 ，
88−91頁参照。

  　当初は ， 選択科 目は バ ラ バ ラ で あ っ た が
， 後に 砲術 ， 水雷術，航海術 ，

の 三 つ の

　 コ ース に分か れ た （末国，前掲書，68−70頁）。

  　こ こ で い う 「学歴主義」 とは ， 当該学歴を持つ 者 と持た ない 者 との 間で
， よ り上

　位 の 階級へ 昇進す る確率が異な る とい う意味で あ り， そ の 確率の 差が 拡大すればす

　る ほ ど学歴 主 義の 度合い が 強 くなる こ とを含意 させ てい る 。

  　こ れ らの 数値算出の 対象とな っ た の は ， 1881年か ら1909年 まで の 間に 陸軍士 官学

　狡を卒業 した者 10897名 （± 官生 徒 4期か ら士 官候補生21期まで ）， 1880年か ら1909

　年まで の 間に 海軍兵学校を卒業 した 者2528名 （7 期 よ り16期を除 き37期 まで ）で あ

　る 。 こ れ らの 時期は ， 両軍共に 大学校卒業者を出 して い る こ と，同期生 の b ッ プ が

　中将以上 に 昇進 して い るこ と ， 10年 ご との 推移がわ か るこ と ，
の 三 つ の 条件をみ た

　す こ とを基準 とし て 選ば れた 。 なお ， 対象者中 ，   陸軍士官学校 （士 官生 徒 4 期）

　の 最初の 卒業生が少将に 昇進 した の は 大正 5年 ， （2）最後の期 （候補生 21期）の 最後

　尾の 少将昇進時期は 昭和 16年で あ る 。 海軍の 場合は ， （1）明治37年 ， （2）は 昭和 14年

　 （通常の 昇進の 場合の み 。

一
旦 予備役に 編入後再 召集され て の ち 少将に 昇進 した 場

　合を除 く）。

＠　長岡外史 （旧 2期，陸大成績10／10）， 大井成元 （旧 6 期， 13／13）の 2 名。

  　筒井，前掲論文 ， 1986年 ， 309頁 。

  　陸軍に おけ る 「閥」 の形成に つ い て は ，筒井 ， 前掲論文 ， 1886年 ， 311−312頁参照 。

鋤　 「学歴 の 身分化」 に 関 して は ，そ の 一例 と して 「天保銭」の 問題が挙げられ る 。

　すなわ ち ， 明治年間か ら陸海大卒の 将校は 学歴表示機能を持つ 記章 （そ の 形状が天

　保銭に 似て い た の で
， 通称 「天保銭」 と呼ば れて い た ）を偲用 して い た 。 海軍で は

　明治24年か ら始 ま っ て 大正 11年に 廃止 され たが
， 陸軍で は 明治20年か ら昭和 11年 ま

　で 続い た 。
こ の 学歴を表示す るた め だ け の 天 保銭制度 の存在に よ っ て 文字 どお り学

　歴が 「身分 」を 示 して い たわ けで あ り， こ の 学歴に 身分化の 弊害を指摘す る声が高

　ま っ て 海軍で は 早め に 廃止 され た が ， 陸軍で廃止 された の は 2．26事件が起 きてか ら

　 で あ っ た 。

　鰺　明治32年に 陸軍将校の 機関紙に 3 回に わ た り連載 され た 「陸軍大学校入学試験

　論」 （『偕行社記事』 第217（M32 ．5）， 219 （M32 ．6），
220 （M32 ．6）号に 連載）に

　よる と ， 陸大入 学者は 平均約 4 倍 の 競争率に よ っ て 選抜され ， 優秀者ばか りで あ る

　は ずな の に 参謀職に なれ るの は ， 卒業者 の うちの 2 割程度で 「不 良ナ ル 成績」 で あ

　る とい う。 そ して
， そ の 原因は ， 陸大 の卒業成績が 「演習旅行」 に おける 「戦術上

　 ノ 能力」 つ ま り 「判断力」 に よ っ て決定 され る の に 対 し ， 入 学試験 は 「記憶 力」 を

　必要 とす る科 目中心で 「判断力」 を要する 科 目が少 ない か らで はな い か と主 張 し，

　 「純然 タ ル 記憶的学術」 科 目を 削除 し 「判断力」 を見 る科 目の 比重を 多 くす る こ と

　を提案して い る 。　　 1
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